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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】
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コ
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【
作
者
名
】

　
高
田
 

玄
武

【
あ
ら
す
じ
】

　
戦
乱
の
時
代
。
盗
人
の
少
年
は
、
月
に
映
え
る
少
女
の
姿
に
魅
入
ら
れ
る
。

少
女
は
、
一
体
何
者
な
の
か
。
・
・
・
貴
方
は
何
者
だ
と
思
い
ま
す
か
？
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恒
久
の
月
の
光
の
如
く
。

絹
の
羽
衣
を
纏
っ
た
少
女
は
野
に
立
ち
、
白
痴
の
様
に
銀
色
の
櫛
を
な
び
か
せ
、

唯
、
地
を
踏
み
し
め
、
き
ら
び
や
か
に
舞
っ
て
い
た
。

「
―
―
―
お
主
は
何
故
、
舞
う
の
か
。
」

彼
女
の
姿
を
、
丁
度
井
の
水
を
汲
み
に
忍
び
込
ん
だ
盗
人
の
少
年
が
眼
に
し
て

声
を
掛
け
た
。

少
年
の
声
に
驚
き
、
彼
女
は
は
た
と
足
を
留
め
、
彼
を
振
り
返
る
。

「
―
―
―
お
主
は
何
故
、
其
に
於
い
て
舞
う
の
か
。
」

振
り
向
い
た
銀
髪
の
少
女
に
、
再
度
問
掛
け
る
。
彼
の
眼
に
は
、
少
女
の
姿
が

そ
れ
ほ
ど
楽
し
げ
に
見
え
た
の
だ
。

今
宵
は
満
月
。
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
少
女
は
、
ボ
ロ
を
纏
っ
た
少
年
を
魅
了

す
る
に
十
分
過
ぎ
る
程
の
妖
艶
。

「
―
―
―
ク
ス
。
」

と
少
女
は
微
笑
む
。

微
笑
ん
だ
少
女
は
、
す
ぐ
に
彼
に
答
え
た
。

「
そ
な
た
は
、
生
き
て
地
を
踏
む
こ
と
を
嬉
し
き
こ
と
と
は
思
わ
ぬ
か
え
？
」

少
女
の
意
外
な
答
え
に
少
年
は
、
手
の
、
枸
ち
か
け
た
木
桶
を
突
き
出
し
て
答

え
る
。
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「
・
・
・
こ
の
乱
世
に
、
生
き
る
こ
と
を
苦
難
と
思
わ
ぬ
者
が
お
る
も
の
か
。

見
ろ
、
こ
の
一
酌
の
井
の
水
す
ら
、
ま
ま
な
ら
ぬ
。
何
を
嬉
し
き
と
思
え
よ
う

ぞ
。
」

木
桶
の
水
は
、
満
月
を
映
し
て
ゆ
ら
り
と
揺
れ
て
い
る
。

「
―
―
―
生
き
る
が
苦
難
か
。
其
の
様
な
物
、
水
辺
を
行
け
ば
足
る
程
あ
ろ
う

に
。
」

少
女
は
尚
も
楽
し
げ
に
微
笑
う
。

「
河
原
に
は
死
人
が
浮
い
て
飲
む
に
耐
え
ぬ
。
腐
臭
は
気
を
病
ま
せ
よ
う
。
口

に
す
る
に
は
値
わ
な
い
。
」

「
―
―
―
汝
も
ヒ
ト
ぞ
。
口
に
出
来
ぬ
も
あ
ろ
う
か
。
生
き
る
こ
と
よ
り
其
が

な
れ

病
む
と
は
、
如
何
な
も
の
よ
。
」

い
か
が

「
―
―
―
仕
方
あ
る
ま
い
。
生
き
る
と
は
其
の
よ
う
な
も
の
だ
。
・
・
・
お
主

は
何
ぞ
。
見
る
限
り
、
地
の
者
と
は
合
い
見
え
ぬ
が
。
」

少
女
は
口
の
端
を
緩
め
る
と
、
纏
っ
た
羽
衣
を
ひ
ら
り
と
翻
し
、
一
度
く
る
り

と
舞
う
。

「
―
―
―
我
も
ヒ
ト
ぞ
。
そ
な
た
と
同
じ
じ
ゃ
。
地
を
踏
む
こ
と
も
出
来
る
し
、

か
よ
う
に
―
―
―
ほ
れ
、
舞
う
こ
と
も
出
来
る
。
其
れ
の
何
と
幸
せ
な
こ
と
か
。

」少
女
は
尚
も
跳
び
撥
ね
、
銀
を
翻
し
煌
め
く
。
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「
・
・
・
案
じ
た
。
―
―
―
こ
の
両
の
眼
に
は
、
妖
か
物
の
怪
の
類
に
映
え
て

あ
や
か
し

仕
方
な
い
。
お
主
、
生
ま
れ
は
？
」

少
年
は
、
汲
ん
だ
水
を
手
に
、
更
に
問
う
。
少
女
は
地
に
つ
け
た
足
を
軽
や
か

に
踏
む
と
、
一
言
放
つ
。

「
―
―
―
そ
な
た
の
知
ら
ぬ
場
所
じ
ゃ
。
」

と
、
答
え
た
彼
女
は
、
宙
を
仰
ぐ
よ
う
に
月
を
見
つ
め
た
。

「
―
―
―
俺
の
知
ら
ぬ
場
所
？
異
国
か
？
名
は
？
」

「
―
―
―
名
、
か
。
―
―
―
そ
う
じ
ゃ
な
、
我
の
名
は
―
―
―
月
・
・
・
う
む
、

月
詠
じ
ゃ
。
良
い
名
で
あ
ろ
う
。
」

つ
く
よ
み

「
―
―
―
で
は
、
月
詠
。
お
主
は
こ
ん
な
焼
け
野
原
で
何
を
し
て
い
た
。
」

「
待
て
。
我
が
名
乗
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
な
た
も
名
乗
る
の
が
道
理
で
あ
ろ
。

―
―
―
そ
な
た
の
名
は
？
」

「
・
・
・
俺
の
名
は
―
―
―
。
」

と
ま
で
答
え
て
、
少
年
は
ふ
と
気
付
く
。
少
女
の
舞
い
は
見
る
に
奪
わ
れ
る
ほ

ど
美
し
か
っ
た
が
、
辺
り
に
は
人
の
気
配
一
つ
無
い
。
月
の
光
の
み
が
、
元
は

集
落
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
焼
け
出
さ
れ
た
野
原
を
映
し
出
し
て
い
る
。

「
―
―
―
ど
う
し
た
？
そ
な
た
の
名
は
？
」

少
年
は
ふ
と
脳
裏
に
過
っ
た
言
葉
を
振
り
ほ
ど
き
、
答
え
た
。
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「
―
―
―
俺
は
、
助
六
だ
。
」

少
年
の
名
を
聞
い
た
少
女
は
、
舐
め
る
よ
う
に
少
年
を
見
つ
め
る
と
、
口
に
し

た
。

「
―
―
―
助
六
か
。
う
む
、
良
い
名
じ
ゃ
。
し
て
助
六
、
そ
な
た
、
我
に
何
を

し
て
い
た
か
を
問
う
た
な
？
」

少
女
は
柔
ら
か
に
微
笑
む
と
、
少
年
に
背
を
向
け
、
ま
た
月
を
見
上
げ
た
。

「
―
―
―
月
を
―
―
―
見
て
お
っ
た
や
も
知
れ
ぬ
な
。
」

「
―
―
―
や
も
知
れ
ぬ
？
知
れ
ぬ
と
は
、
如
何
な
こ
と
ぞ
？
」

少
年
は
、
少
女
の
不
思
議
な
答
え
に
、
身
を
乗
り
出
し
て
更
に
問
う
。
す
る
と

少
女
は
振
り
向
き
、
答
え
た
。

「
―
―
―
ク
ス
。
そ
な
た
、
生
き
る
こ
と
を
苦
難
と
申
し
た
で
あ
ろ
。
で
は
、

何
故
に
生
き
る
か
。
」

少
年
は
、
少
女
の
笑
み
に
ぞ
く
り
と
肝
を
冷
や
し
、
一
歩
退
く
。

「
―
―
―
畏
れ
な
く
と
も
。
そ
な
た
を
捕
っ
て
喰
お
う
と
も
思
わ
ぬ
。
我
は
、

そ
な
た
が
生
き
る
理
由
を
識
り
た
い
。
生
き
る
と
は
、
如
何
よ
う
な
こ
と
か
。
」

少
年
は
唾
を
飲
み
、
眼
の
前
の
少
女
に
魅
入
ら
れ
た
か
の
如
く
、
動
け
ず
に
居

た
。

「
―
―
―
お
主
、
真
に
ヒ
ト
か
？
」

ま
こ
と
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少
年
は
震
え
る
躰
を
や
っ
と
の
こ
と
抑
え
、
発
し
た
が
、
少
女
は
ク
ス
リ
と
微

笑
い
、
少
年
を
見
据
え
た
ま
ま
微
動
だ
に
し
な
い
。

「
月
を
―
―
―
そ
な
た
の
眼
は
、
こ
の
満
円
の
月
を
、
ど
の
よ
う
に
映
す
で
あ

ろ
う
な
。
」

微
か
に
表
情
を
曇
ら
せ
た
少
女
の
姿
に
、
少
年
は
畏
怖
と
も
違
う
、
な
ん
と
も

言
え
ぬ
感
情
に
心
を
奪
わ
れ
る
。

「
・
・
・
さ
り
と
て
、
我
は
―
―
―
。
」

瞬
間
、
つ
む
じ
風
が
吹
き
抜
け
る
。

少
年
は
強
い
風
に
顔
を
背
け
、
一
瞬
視
界
を
取
ら
れ
る
。

「
―
―
―
月
詠
っ
！
？
」

風
が
止
み
、
次
に
少
年
が
少
女
を
探
し
た
時
に
は
、
其
処
に
彼
女
の
姿
を
見
つ

け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

満
円
の
月
の
光
が
如
く
。

煌
め
く
恒
久
の
月
の
光
の
下
、
少
女
の
面
影
を
探
し
、
少
年
は
立
ち
尽
く
す
。



7

（
後
書
き
）

少
女
は
何
を
見
、
何
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

作
者
自
身
の
中
で
も
、
少
女
が
何
者
で
ど
こ
に
消
え
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
し

た
答
え
が
見
え
な
い
ま
ま
完
結
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
し
、
皆
様
の
頭
の
中
で
、
少
女
の
姿
が
見
え
た
の
で
し
た
ら
、
皆
様
は
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
、
考
え
て
下
さ
る
と
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

玄
武
で
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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